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研 究 の 要 約
中 野 公 美*
新学習指導要領の解説算数櫛によると,算数科改訂の基本方針として ｢根拠を明
らかにし筋道を立てて体系的に考えることや.言葉や数,式,臥 表,グラフなど
の相互の関連を理解 し,それらを適切に用いて開腹を解決 したり,自分の考えを分
かりやすく説明したり,互いに自分の考えを表現 し伝え合ったりすることなどの指
導を充実する｡｣とある｡第 1学年の内容の芥数的活動にも ｢計算の意味や計第の
仕方を具体物を用いたり,膏薬,数,式,園を用いた りして表す活動｣と示 し ｢説
明する力｣を育てる詩数の授業を強調する方向性が示されている
そこで,低学年での ｢説明する力｣を育成するための効果的な算数の授業につい
て,第 1学年 ｢繰 り上がりのあるたし井｣の実践を通 して探っていきたい0
1 説明力重視の方向性
新学習指導要領の解脱算数編によると,怒
散科改訂の基本方針の第三の項目として ｢数
学的な思考力 ･表現力は,合理的,論理的に
考えを進めるとともに,互いの知的なコミュ
ニケーションを図るために重要な役割を果た
すものである｡このため,数学的な思考力 ･
表現力を育成するための指導内容や活動を具
体的に示すようにするO特に,根拠を明らか
にし筋道を立てて体系的に考えることや,百
薬や数,式,図,塞.グラフなどの相互のBg
適を理解し,それらを適切に用いて問題を解
決したり,自分の考えを分かりやすく説明し
たり,互いに自分の考えを表現 し伝え合った
りすることなどの指導を充実するO ｣とあるO
第 1学年の内容の算数的活動 (1)イにも
｢計算の意味や計罪の仕方を,具体物を用い
たり,言葉,敬,式,図を用いたりして喪す
活動｣と示し.説明する算数の授業を強調す
る方向性が示されているC
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2 研究の内容
(1) ｢説明 ･伝え合い｣重視
新学習指戦要領の解説算数編,第4章 指
導計画の作成と内容の取扱い2の (2)では,
｢思考力,判断力,表現力等を育成するため,
各学年の内容の指導に当たっては,言熊,敬,
式,図,蓑,グラフを用いて考えたり,説明
したり,互いに自分の考えを表現し伝え合っ
たりするなどの学習活動を櫛極的に取り入れ
るようにすること｡｣とある｡特に考えを説
明したり,互いに自分の考えを表現し伝え合
ったりすることは,学習過程の中では ｢比較
検討｣と一般に言われている鼻面であり充実
が望まれるo
(2)私の考える第 1学年での ｢分かりやす
い説明｣の条件
(D根拠
繰り上がりのある7+5のたし算の仕方は-
｢10といくつ｣の見方から加数分解で計罪
するのが基本的な考え方である｡この考えの
根拠は, ｢7はあと3で10と見る｣という
10の補数であるb
② 1年生なりに7十5の計罪の仕 J^について
分かりやすく.筋道を立てて 説明する
｢まず｣ ｢次に｣, ｢舷後に｣といった
順序を表す言張を使って下記のように説LIJlさ
せるようにすることである.
(7+5の計算の仕方)
0回 5を3と2に分ける
Q,回 7に3をたして10
③国 10と2で12
㊥ブロックの回を使って説明させる
良体物を仕った算数的活軸を内面化するた
めには,篭原に活軸したことを頭の巾でイメ
ージできるように,回を見ながら操作したこ
とを思い出Lて説明させるようにすることが
大切である｡
.3 説明力育成のステップと指導法
の 行動的理解の段階
放図フロックをLly]かして,針mJ.の仕方を考
え,口碑で説明する活軸 (第 1時)
あと2個で 10個だから
1 まず,3個のフロックを2個と1
個に分ける｡●●
1 次に.2個を入れて10のまとま
りを/)くる.
三 二二 °
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J 最後に, 10個と1個で合わせて
崖 ･
② 映像的理解の段階
聴んだ敬[,Rlブロックを兄ながら,計算の仕
方を考え,ノー トにilFいて説明する活働
(第 2時)
7は,あと3で10だから〇〇〇
まず,5を3と2に分ける｡
次に,7に:うをたして 10
最後に, 10と2で12
③記号的理解o)段階
式を見て数Lklブロックの動きをイメージしな
がら,計算の什方を考え,説明する活軸
(第2時)
7は,あと3て10だから
7 + 5
<
3 2
∴ず,5を3と2に分けtJ
次に,7に3を/I-1 で10
故後に,10と2で1.2
4 実践研究事例
(1)単元名 繰り上がりのあるたし算
(2)単元のねらい
繰り上がりのあるたし節について ｢被加数
の 10の補数に覇目し,加数を分解してた
す｣という計節の仕方を兄い出し.正純に計
算できるようにすることを主なねらいとして
いるO計弟技能の習熟のための反復練習ばか
りに時間をかけるのではなく,倣図ブロック
などu)具体物を使って計算のtlJI3-を考え,初
数を分解して計算するよさに気づき,徐々に
ブロック操作を伴わないで,図や言葉,数や
式を用いて計昇の仕方を説明することができ
るようにしていきたい｡
(3)授業の実際
第 1時
〈ステップ1 具体物を用いて説明する段階〉
ブロックを つかって 8+3の け
いさんの しかたを かんがえようo
T:ブロックを動かしながら,8+3の斬罪
の仕方を考えまLLう｡
｢まず｣. ｢次に｣, ｢最後に｣を使って
言えると良いですね｡
C:(ブロック操作をしながら,8+3の計
舞の仕方の説明を考える｡)
T :ブロックをどうやって助かして考えたか
前で説明できる人?
C:まず,2個入れる｡
次に, 1個持ってくる｡
最後に, 10個と l個で 11
T :どうしてまず2個入れたの?
C 二だって2個空いているか ら h
C:2個入れたら10個になるから｡
C:あと2個で10個だから｡
T:みんなは何がしたかったの?
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C:10のまとまりをつくろうと思った｡
C :10にしたら答えがばっと分かる｡
T:すぼらしいです｡
T :動かさなかったブロックは何個 ?
C :1個
T :ということは,まず3個のブロックをど
うするの?｡
C:2個と1個に分けた
T :次にどうしましたか｡
C :2個入れて,8+2をした｡
C:8+2は10ですc
T:最後にどうしましたか?
C :10個と1個で合わせて 11
T:じゃあ,今みんなで考えた説明をブロッ
クを動かしながらもうー 度言ってみまし
ょう｡
(以下省略)
10のまとまりをつくれぽ かんたん
にできる｡
第 2時
くステップ2
図や言葉を用いて説明する段階〉
ブロックを 見ながら 7+5の け
いさんの しかたを せつめいしよ
I)U
T 昨日は,ブロックを動かしながら計第の
仕方を考えたんだけど,今 日は机の上の
ブロックは動かさないで,目で見るだけ
で,頭u)中で動かして,説明できるか
な?
できたら.ノー トに7+5の計第の仕方を
IT-きよしJ:うo
C:机の上の故脚ブロックを見て,イメージ
しながら,7+5の計算の仕方を説明す
るO
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T :み/i,なa)前で説明できる人｡
C:あと3個で 10個だから
まず,5個のブロックを3個と2個に分
ける｡
次に,3個を入れて 10のまとまりをつ
くるO
最後に10個と2個で合わせて 12
説明を聞きながら,どんな操作のイ
メージをしたのか自分のブロックを
指さしたり,動かすまねをしたりす
る｡
C:あと3で 10になるから
まず,5を3と2に分ける
次に,3をたして10
最後に, 10と2で 12
C ･7はあと3で 10だから
まず,5を3と2に分ける｡
次に,7に3をたして10
最後に,10と2で12
〈ステップ3 数や式を用いて説明する段階〉
く児童のノー ト〉
たすかずをわけて.10のまとまりを
つくれぽ かんたんにたしざんでき
る｡
な か よ し′
5 おわりに
新学習指導要田の解説第教緬,第 1学年の
内容の罪数的活動 (1)イには ｢計第の意味
や計弟の仕方を,具体物を用いたり,言薬.
数.式.図を用いたりして表す活動｣と怒か
れているが,計算の仕方を説明する際に,こ
れらは同時に用いられるものではないと考え
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た｡そこで
①具体物を用いて説明する
②図,言薬を用いて説明する
③数,式を用いて説明する
という3つのステップに分けて説明力を育成
してきた∩それぞれのステップで,根拠を明
らかにしながら, 1年生なりに分かりやすく
説明する力が身に付いたと考える,
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